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SIPS メッセージング基盤TFメンバー　各位
 (株)データ＊アプリケーション
藤野　裕司
メッセ－ジング基盤（MP）TF活動方針のご提案
1． 基本スタンス
＊本研究会は、国プロではなく民間独自活動なので、自分たちの目的達成を核として活動する。
　よって、標準開発は必須であるが、それが目的ではない。
＊国の予算はつかない。自分たちの費用で、自分たちが時間を使い、自分たちで成果物を作る。
＊自社だけではできないことを、みんなで分担・協力し、スピード感を持って実現する。
＊そのためには自社固有の思いを控えなければならない場面もあるはず。
＊担当者が異動する場合は、必ず後任を指名し業務とノウハウが途切れないようにする。
＊インターフェイスは標準化、コアコンピタンスで勝負。
2． 検討テーマ
(1) 国際メッセージング基盤調査（実態調査）
・日本については、各ASPベンダーが自社インターフェイスを開示。
・欧米およびアジアのEDIを調査。アジアより欧米を優先。
欧米とつながらない仕様をアジアが採用することはない。
・調査項目：通信プロトコル、送達確認、障害時のリカバリー、セキュリティ方式、
　集配信振り分け方法、シンタックスとメッセージ、データ変換方法、
VANの運用とVAN間接続、運用と責任分界点、料金体系（個別企業、VAN間分担）、
グローバルEDI実施業務、、等々。
(2) メッセージング基盤国際動向調査（標準化動向調査）
・標準化とその採用・普及動向調査。
(3) ビジネス文書ヘッダーの標準化
・？？？？
(4) グローバルビジネスのための標準メッセージ基盤
・調査結果をもとに、今後の方向性を検討・確定・仕様検討。
・国際／業界横断EDIメッセージング基盤標準を策定。
3． 体制
＊サブリーダーとTF事務局設置
サブリーダーはリーダーと同格。
TF事務局は他TFやサブタスクチームとの意見調整と成果物作成準備。
＊サブタスク：①実態調査チーム、②標準化連携チーム、③ビジネス文書ヘッダーチーム
＊リーダー、サブリーダー、TF事務局、各チームリーダーでステコミを構成
4． 活動内容と実施方法
＊調査チャネルの洗い出し
＊資料収集、分析
＊関係方面へのヒヤリング
＊分析結果のまとめ
5． スケジュール
以上
